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地区ライオンズ児童奉仕  

委員長賞  
 
 
 
 
 
 
 
以下の基準を満たすことにより児童奉仕事業の推進および継続に指導力を発揮した地区

ライオンズ児童奉仕委員長に、このアワードの賞状が授与されます。 
  

1. 逆境にある子どもたちのための地区奉仕プログラムの活動プランを立案および実

施する。 
2. ライオンズ児童奉仕プログラムの使命を遂行するよう、相当数のクラブを動機付

ける。 
3. ライオンズ児童奉仕プログラムを通じて、地区内の恵まれない子どもたちを支援

する機会についてライオンズの認識を向上させる。 
4. 上記(1)、(2)、(3)の成果についてまとめた報告書を地区ガバナーに提出する。 
  

児童奉仕活動の例としては、以下が挙げられます。 
 

• 下記のようなライオンズ児童ファースト奉仕事業を行う。  
o 発展途上国における安全な飲料水の確保を目的としたプログラムを支援

する 
o 食糧、衣料、保護施設を提供する 
o 地域の医療関係者による視力・聴力検査や健康診断の企画および実施を

支援する 
o 発展途上国への視力派遣団のために児童用の中古眼鏡を収集する 
o 新品および/または中古の書籍を収集する 
o 地域の医療機関と協力して予防接種を実施する 
o 児童栄養プログラムを推進および支援する 
o 識字教育プログラムを実施または支援する 
o 職業訓練を企画する 
o 社会福祉機関と協力してストリート・チルドレンを支援する 
o 疾患または身体障害への対応を支援する 

• ライオンズ児童奉仕シンポジウムを開催する。 
• ライオンズ/ユニセフ「スクール・イン・ア・ボックス」プログラムを支援する。 

 
 
詳細は、ライオンズクラブ国際協会のウェブサイト  www.lionsclubs.org をご覧になるか、  
Children@lionsclubs.org までお問い合わせください。 

ライオンズ児童奉仕プログラムの使命: 

 

「国内および国際的な保健・教育関連の奉仕を通じて、 
逆境に置かれた児童や青少年の生活を改善すること」 

 


